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論　　文　　の　　要　　旨
　理論的に考える核子数が無限大の極限状態の原子核を核物質という。核物質は，表面の効果を無
視できるなど，取扱い上多くの簡単な点があるために，原子核の模型を検討したり，核力の性質を
調べるときに大変便利な対象になる。この核物質がもつ性質を解明することは。原子核一般の性質
を知る上からも大変重要な問題である。
　原子核には飽和性があり、どの核の核子密度もほぼO．17核子／fm3である。またヨ核の質量公式か
ら外挿される核物質の核子当たりの東縛エネルギーは約15．6MeVである。核物質の重要な性質で
ある以上の二点を定量的に説明する試みがなされて、最近大きな理論的な発展があった。
　また一方で、天体物理学の進歩により星の申の高密度核物質の探究が進み、また重イ才ン加速器
技術の開発により重イオン反応の申間的生成物に高密度状態が生じる可能性も現われて皇高密度核
物質の研究が進展してきた。すなわち、これ迄は核物質の申では核子はフユルミ気体状態にあると
考えられてきたが。最近、高密度では核物質はフェルミ気体状態から相転移して固化し、そして、
核力を媒介しているπ申間子が凝縮している可能性が指摘された。また、核物質の固化などの相転
移現象とπ申間子の凝縮が表裏一体の関係にあることが判ってきた。
　引力の核力で相互作用している東縛核子系においてフェルミ気体状態が不安定になり，相転移現
象が生じるという議論においては、核子系の飽和性を考慮に入れないと、誤った結論に導くおそれ
がある。しかしヨこれ迄の研究で、核物質の飽和性と相転移とを同時に議論した研究は見当らない。
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著者は、核物質の一つの模型を用い、この両者の関係について解明した。すなわち。申性スカラー
申間子と申性ベクトル申間子を交換する核子系を考え，これを相対論的に解くと、核物質は飽和性
を満たすが，この系に乱雑位相近似を用いると，フェルミ気体状態が不安定になる核子密度領域が
あることを見つけた。通常の核子密度においてもフェルミ気体状態は不安定になる。そこで、フェ
ルミ気体状態が不安定になるとき，どのような状態が安定になるかという問題が生じる。その点に
ついて、著者は、平面二波を変分関数とする近似から始めて、多波近似へ拡張し，フェルミ面の変
形等の議論を経て，考えている変分関数の申で望等間隔層状構造が最低のエネルギーをもち、核子
当たり東練エネルギーがフェルミ気体状態に比べて約10MeV低くなることを導いた。
　著者は他に、核子系波動関数の反対称性の効果も考慮し。また。この模型で現われるスカラー申
間子凝縮と通常のπ申間子凝縮の臨界密度の達いなども議論した。
審　　査　　の　　要　　旨
　核物質の相転移現象をその飽和性と同時に議論するという問題を旦著者は申性スカラー申間子と
中性ベクトル申間子を交換する核子系について、簡明に議論した。この点においてこの論文は高く
評価することができる。スカラー申問子という異方性のない粒子を交換して生じる引力により自己
束練している核物質において自発的な対称性の破れにより異方性が生じて、等間隔層状構造がフェ
ルミ気体状態よりも低いエネルギー状態になるという著者の指摘は，ただ核物理学に限らず、広く
物理学全般における相転移現象に一つの示唆を与える。以上の点においてこの論文は高く評価でき
る。
　よって貝著者は理学博士の学位を受けるのに十分な資格があるものと認める。
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